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第２期教育振興基本計画に掲げられた方向性

教育行政の４つの基本的方向性（生涯の各段階を貫く方向性を設定）

１．社会を生き抜く力の養成 ～多様で変化の激しい社会の中で個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力～

→ 「教育成果の保証」に向けた条件整備

２．未来への飛躍を実現する人材の養成 ～変化や新たな価値を主導・創造し，社会の各分野を牽引していく人材～

→ 創造性やチャレンジ精神，リーダーシップ，日本人としてのアイデンティティ，語学力・コミュニケーション能力などの育成に向けた多様な
体験・切磋琢磨の機会の増大，優れた能力と多様な個性を伸ばす環境の醸成

３．学びのセーフティネットの構築 ～誰もがアクセスできる多様な学習機会を～

→ 教育費負担軽減など学習機会の確保や安全安心な教育研究環境の確保

４．絆づくりと活力あるコミュニティの形成 ～社会が人を育み，人が社会をつくる好循環～

→ 学習を通じて多様な人が集い協働するための体制・ネットワークの形成など社会全体の教育力の強化や，人々が主体的に社会参画し
相互に支え合うための環境整備

今後の社会の方向性

「自立」 ・・・ 一人一人が、多様な個性・能力を伸ばし、充実した人生を主体的に切り拓いていくことのできる社会

「協働」 ・・・ 個人や社会の多様性を尊重し、それぞれの強みを生かして、共に支え合い、高めあい、
社会に参画することのできる社会

「創造」 ・・・ これらを通じて更なる新たな価値を創造していくことのできる社会

⇒ 「自立」 「協働」 「創造」 の３つの理念の実現に向けた生涯学習社会を構築

★ この４つの方向性に基づいて、８つの成果目標（及びその達成度を客観的に計測するための成果指標）、
３０の基本施策を体系的に整理 （４のビジョン、８のミッション、３０のアクション）
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第２期教育振興基本計画の進捗状況の点検について

第２期教育振興基本計画（抜粋）

第３部 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項

Ⅱ 進捗状況の点検及び計画の見直し

成果目標・成果指標の達成度合いや，各基本施策の進捗状況について，定期的に可能な限りデータなどを

用いて客観的に点検し，その後の施策等の方向性に反映させるとともに，広く国民に情報提供していくことが

必要である。その際，あわせて，各成果指標に係る統計調査等の目的・方法等について分析するなどして，

各成果目標の達成度合いを測定するものとして当該指標が最も適切であるかどうか，不断の見直しを行って

いくことが重要である。

（成果指標フォローアップについて）

○ 成果指標の達成状況については、原則、平成24年度（第２期教育振興基本計画の策定（平成25年６月
14日）の前年度）との比較により示しているが、当該年度のデータが存在しない場合には、平成24年度以
前の最も新しいデータと比較している。

2



平成27年度（2015年度）

計画部会

各分科会
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第２期教育振興基本計画のフォローアップ

6月5日 第1回部会 3～4月頃 第3回部会

・平成26年度フォローアップを実施 ・時点更新可能な成果指標の
進捗状況を提示
・第１回部会での主な指摘事項
への回答・主な指標への対応
方策について説明

・第２期計画の中間フォローアップ
（平成27年度フォローアップ）を
実施
・各分科会において考える現行
計画の成果（現状）と課題の提示
・基本施策と成果指標の関係性を
提示

・成果不十分指標等に対する今後の対応方策
・第１回計画部会における委員からの主な指摘事項に対する対応方策
・各分科会において考える現行計画の成果（現状）と課題

第２期教育振興基本計画に記載の全ての成果目標や成果指標、基本施策等について、
インプット、アウトプット（結果）、アウトカム（成果）の相互の関係を整理・分析

※詳細は資料５

今年度（平成27年度）のスケジュール

※来年度以降、第３期計画の策定に向けた検討を実施。

10月5日 第2回部会


